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白石第一小学校
生のご指導の下、「あおぞらルール」を作り全校
で取り組んでいます。この「あおぞらルール」は
児童会を中心に子どもたちが話し合って決めたも
ので、「ゲームやスマホは１日２時間まで」「寝る
１時間前までにはやめる」「宿題などをしてから
する」の三つのルールです。榊󠄀先生の調査による
と、これらが守れている子ほど学力が向上してい
るそうです。
　これからもＩＣＴと上手に付き合い、主体的に
有効活用していく力を育んでいきます。

習指導の改善に向けたＩＣＴの充実を目指
し、本市では子どもたちが一人一台のタブ

レット端末を活用して、個別最適な学びと協働的
な学びの実現に取り組んでいます。本校でも授業
中や家庭に持ち帰ってＡＩドリルの問題に取り組
むなど積極的に活用しています。
　タブレット端末によって学びが深まる一方で、
ゲーム・インターネットの使い過ぎや、ＳＮＳで
のトラブルなどの問題が話題に挙がります。そこ
で本校では、東北大学加齢医学研究所の榊󠄀
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中学校では、生徒が主体的に行動できる力
を身に付け高めることを目指しています。

その中で、生徒会活動が主体となった活動を紹介
します。
　一つ目は「生徒会企画『東塾』」です。「勉強し
たい人が集中して取り組める環境を作ること」な
どを目的に、生徒主導で取り組みを進めました。
事後アンケートでは「違う学年と一緒に勉強して
いろいろな考えを知ることができた」など、他学
年の生徒と関わりながら学習する楽しさを実感し
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人との関わりを通して…

タブレット端末の活用と「あおぞらルール」

ていました。二つ目は「はなまる挨
あい
拶
さつ
運動」です。

挨拶は人と人が関わる基本です。生徒全員が「は
なまる挨拶」のイメージが持てるよう、「はなま
る挨拶３カ条：①はなまる笑顔、②はっきり声、
③くっきりおじぎ」を設定しています。
　「人の役に立っている」「自分は頼られている」
という経験の積み重ねが、自分の良さの自覚や自
信につながります。今後も、人との関わりを大切
にし、主体的な行動力の向上に向けた教育活動を
展開していきます。

東中学校

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲ タブレットを使った学習 ▲ 東北大榊先生による講話▲ タブレットとモニターで発表する様子

▲ 生徒会企画「東塾」 ▲ 朝の「はなまる挨拶運動」▲ 「東塾」での関わり合い
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